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平成 18 年 10 月 11 日 

各  位 

 

                        会 社 名 株 式 会 社 ビ ッ ク カ メ ラ 

                        代表者名 代表取締役社長 宮嶋 宏幸 

                            （コード番号：3048 ＪＡＳＤＡＱ） 

                        問合せ先 常務取締役経理部長 金澤 正晃 

                                 ＴＥＬ 03－3987－8890 

 

 

当社子会社(株式会社ソフマップ)の中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社子会社である株式会社ソフマップは、平成 18年４月 21 日付同社「平成 18 年２月期決算短信（連

結）」にて発表いたしました同社の平成 19 年２月期（平成 18 年３月１日～平成 19 年２月 28 日）中間

の業績予想につきまして、別添資料のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。なお、当該修

正に伴う当社の業績予想の修正等はありません。 

 

以 上 
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平成 18 年 10 月 11 日 

各  位 

会社名 株式会社ソフマップ 

代表取締役社長 野口 進 

（コード番号 2690 東証第 2 部） 

問合せ先 取締役管理本部長 

鈴木 和重 

TEL:03-3251-3000 

  

 

業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 18 年 4 月 21 日の平成 18 年 2 月期決算発表時に公表した、平成 19 年 2 月期中間期業績

予想について、下記のとおり修正すると共に、同中間期における特別損失の発生についてお知らせいたしま

す。 

 

 

記 

 

 

 

１． 平成 19 年 2 月期 単体中間業績予想数値の修正（平成 18 年 3 月 1 日 ～ 平成 18 年 8 月 31 日） 

（単位：百万円、％）       

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４０，９００ １８０ １４５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４２，０００ ２１０ ２１０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，１００ ３０ ６５ 

増 減 率            （％） ２．７ １６．６ ４４．８ 

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 2 月期） 
４８，７３８ ５１ △１６１ 

 

 

 

２． 平成 19 年 2 月期 連結中間業績予想数値の修正（平成 18 年 3 月 1 日 ～ 平成 18 年 8 月 31 日） 

（単位：百万円、％）       

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４４，３００ １００ ６５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４５，０００ ２２０ ２２０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ７００ １２０ １５５ 

増 減 率            （％） １．６ １２０．０ ２３８．４ 

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 2 月期） 
５１，９３６ １０ △１８９ 
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３． 特別損失の発生の内容 

 

平成 19 年 2 月期単体中間決算におきましては、固定資産売却損 6 百万円、減損損失 38 百万円、関係会

社株式評価損 6 百万円等を計上することとなり、特別損失合計で 52 百万円を計上する見込みです。 

 

平成 19 年 2 月中間期連結決算におきましては、上記単体中間決算における特別損失に加えて、子会社で

あるソフマップソフトにおける減損損失 3 百万円を計上することとなり、特別損失合計で55 百万円を計上する見

込みです。 

 

 

４．業績予想数値の修正理由 

 

平成 19 年 2 月中間期単体業績については、既存店の売上高回復と共に、新品デジタル家電の売上が好調

であったことから、売上高で 11 億円の増加を見込んでおります。また、販売促進費の増加と共に、子会社であ

るソフマップソフト株式会社の債務超過増加分に相当する貸倒引当金繰入額 1 億 53 百万円の営業外費用計

上が発生するものの、親会社である株式会社ビックカメラとの提携による新品商品の値入率改善、中古商品の

流通量増加、各種経費削減への取組み等により、経常利益は 30 百万円増加する見込みです。また、上記特

別損失の発生が見込まれるものの、前期減損会計を適用した、秋葉原 6 号店、秋葉原 7 号店、日本橋 4 号店

の閉鎖に伴う土地、建物の譲渡による固定資産売却益 3 百万円に加えて、同様に前期減損会計を適用した有

楽町店の閉鎖に伴い、親会社である株式会社ビックカメラが建物附属設備等を継承した上で出店することによ

る、固定資産売却益 51 百万円の発生等により、当期純利益は 65 百万円増加する見込みです。 

 

平成 19 年 2 月中間期連結業績については、単体業績の影響等により売上高で 7 億円の増加を見込むと共

に、単体業績に影響する上記の貸倒引当金繰入額について、連結会計において相殺されることから、経常利

益で 1 億 20 百万円の増加、当期純利益で 1 億 55 百万円増加する見込みです。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、現在算定中であり、業績見込みが確定次第発表させていただきま

す。 

 

※ この業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります 

 

 

以  上 

 

 


